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──周作クラブ会報　86 号──

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
86
号

�

２
０
２
２
年
２
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、

高
木
香
織
、
清
水
優
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｅ
メ
ー
ル　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

編
集
後
記

▼
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
2
年
、
周
作
ク
ラ
ブ
の

活
動
も
延
期
や
中
止
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
リ
モ
ー
ト
を
使
う
と
い
う
試
み
が
定
着
し
て

き
ま
し
た
。
新
し
い
も
の
好
き
だ
っ
た
遠
藤
先
生

の
、
ボ
ク
も
や
っ
て
み
る
か
・
・
・
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
か
。�

（
佳
）

▼
昨
年
か
ら
遠
藤
周
作
未
刊
本
が
続
々
と
刊
行
さ

れ
嬉
し
い
で
す
ね
。
新
年
会
で
『
稔
と
仔
犬　

青

い
お
城
』『
善
人
た
ち
』
を
巡
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
接

し
、
こ
ち
ら
も
楽
し
み
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。『
善

人
た
ち
』
の
発
売
日
は
私
の
誕
生
日
。
先
生
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
勝
手
に
喜
ん
で
い
ま
す
。�（
優
）

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
新
年
会
で
今
井
さ
ん
か
ら
伺
っ
た

話
。
新
聞
の
切
り
抜
き
か
ら
は
、
ど
こ
の
、
い
つ

の
新
聞
か
な
ど
は
読
み
取
れ
ず
、
そ
の
裏
を
見
て
、

キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
新
聞
だ
と
目
星
を
付
け
、

そ
こ
か
ら
「
稔
と
仔
犬
」
全
掲
載
分
に
辿
り
着
い

た
と
い
う
。
学
芸
員
と
い
う
の
は
時
に
探
偵
ば
り

の
仕
事
を
す
る
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
心
し
た
次
第
。

▼
立
春
を
過
ぎ
て
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
風
邪
を
ひ
い
て
も
簡
単
に
は
医
者
に
行

か
れ
な
い
昨
今
、
皆
様
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。�（
亀
）

◆
遠
藤
周
作
の
新
刊
・
近
刊
３
冊

河
出
書
房
新
社

『
遠
藤
周
作
初
期
短
篇
集

　

秋
の
カ
テ
ド
ラ
ル
』　�

10
月
20
日
刊
行

『
遠
藤
周
作
初
期
中
篇

　

薔
薇
色
の
門　

誘
惑
』�

11
月
25
日
刊
行

�

各
々
定
価
１
，９
８
０
円（
税
込
）

『
稔
と
仔
犬　

青
い
お
城

　

遠
藤
周
作
初
期
童
話
』

�

２
０
２
２
年
２
月
25
日
刊
行

�

定
価
１
，８
７
０
円（
税
込
）

　

芥
川
賞
受
賞
直
後
の
、
若
き
日
に
発
表
さ

れ
た
幻
の
短
篇
、
中
篇
、
童
話
の
数
々
を
初

単
行
本
化
。
刊
行
前
よ
り
話
題
の
「
稔
と
仔

犬
」
は
『
沈
黙
』
の
原
点
と
も
い
え
る
衝
撃

作
。
解
題
・
解
説
は
今
井
真
理
。

　

お
問
合
せ
は
、
河
出
書
房
新
社
編
集
部
、

太
田
美
穂
ま
で
。m

-ota@
kaw
ade.co.jp

（
電　

話
）
０
３
・
３
４
０
４
・
８
６
１
１

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
０
３
・
３
４
０
４
・
１
３
７
７

◆
遠
藤
周
作
没
後
25
年
　
緊
急
追
加
！

　
＂
発
見
さ
れ
た
戯
曲
３
篇
の
魅
力
＂
と
、

　
＂
な
ぜ
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
か
＂

　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

　

講
座
名
「
文
章
で
表
現
す
る
技
術
」

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
も
可
。

講　

師　

加
藤
宗
哉

日　

時　

全
３
回
（
４
～
６
月
）

　
　
　
　

４
月
８
日（
金
）／
５
月
13
日（
金
）

　
　
　
　

／
６
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
13
時
～
14
時
30
分

会　

場　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

　

本
報
１
面
で
も
紹
介
の
遠
藤
戯
曲
「
善
人

た
ち
」「
戯
曲 

わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
」

「
切
支
丹
大
名
・
小
西
行
長

―
戯
曲
版
『
鉄

の
首
枷
』」
の
調
査
・
発
表
に
も
か
か
わ
っ

た
講
師
が
、
発
見
の
経
緯
、
遠
藤
戯
曲
の
新

た
な
魅
力
の
拡
が
り
、
小
説
と
は
異
な
る
独

特
の
戯
曲
作
法
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

受
講
料　

会
員
１
０
，３
９
５
円

　
　
　
　

一
般
１
３
，６
９
５
円

申
込
先　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

　
　
　
　

 

０
３
・
３
３
４
４
・
１
９
４
５

　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
の
６
の
１　

新

宿
住
友
ビ
ル
10
階
。
最
寄
り
駅
は
都
営
大
江

戸
線
「
都
庁
前
」
駅
、
も
し
く
は
J
R
「
新

宿
」
駅
西
口
。

◆
加
賀
乙
彦
長
篇
小
説
全
集
　
刊
行
中
！

�

作
品
社
（
全
18
巻
）

　

刊
行
開
始　

２
０
２
１
年
５
月

　

最
終
配
本　

２
０
２
４
年
８
月
予
定

�

定
価　

各
巻
４
，１
８
０
円（
税
込
）

※�

当
ク
ラ
ブ
会
長
で
、
今
年
92
歳
の
加
賀
乙

彦
会
長
の
「
長
篇
小
説
全
集
」
が
好
評
刊

行
中
で
す
。
既
刊
は
（
刊
行
順
に
）、「
錨

の
な
い
船
」（
第
６
巻
）、「
フ
ラ
ン
ド
ル

の
冬
」（
第
１
巻
）、「
荒
地
を
旅
す
る
者

た
ち
」（
第
２
巻
）、「
帰
ら
ざ
る
夏
」（
第

３
巻
）。　

　

今
後
の
刊
行
予
定
は
、「
宣
告 

上
・
下
」

「
湿
原 
上
・
下
」「
高
山
右
近
・
ザ
ビ
エ
ル

と
そ
の
弟
子
・
殉
教
者
」「
永
遠
の
都 

１
～

４
」「
雲
の
都 
１
～
５
」。
最
終
配
本
は

２
０
２
４
年
11
月
の
予
定
で
す
。

問�

合
せ
先　

作
品
社
〒
１
０
２-

０
０
７
２�

千
代
田
区
飯
田
橋
２
の
７
の
４

　
（
電
話
）
０
３
・
３
２
６
２
・
９
７
５
３

◆�

今
年
の
﹁
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
﹂
は
、
残

念
な
が
ら
中
止
し
ま
す
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た

め
延
期
・
中
止
を
つ
づ
け
て
い
る
「
遠
藤
文

学
原
点
の
旅
」
は
、
今
年
も
現
在
の
と
こ
ろ

計
画
が
立
て
ら
れ
ず
に
い
ま
す
。

　

た
だ
、「
原
点
の
旅
」
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
行
わ
れ
て
き
た
「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
だ
け

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
う
べ
く
、
た
だ

い
ま
計
画
中
で
す
。
詳
細
は
次
号
の
本
欄
で

お
報
せ
い
た
し
ま
す
。

◆
遠
藤
周
作
の
本
　
早
く
も
単
行
本
化
！

　
『
善
人
た
ち
』（
戯
曲
）

�

新
潮
社　

３
月
28
日
発
売

�

定
価
１
，８
７
０
円（
税
込
）

　

昨
年
暮
れ
に
発
見
さ
れ
、「
小
説
新
潮
」

２
月
号
、「
波
」
２
・
３
月
号
、「
新
潮
」
３

月
号
に
掲
載
さ
れ
た
未
発
表
戯
曲
三
篇
（
本

報
１
面
に
詳
述
記
事
）
が
早
く
も
単
行
本
化

さ
れ
ま
す
。
表
題
作
の
ほ
か
、「
戯
曲　

わ

た
し
が
・
棄
て
た
・
女
」「
切
支
丹
大
名
・

小
西
行
長

―
評
伝
『
鉄
の
首
枷
』
戯
曲
版
」

を
収
録
。こ
れ
ま
で
遠
藤
戯
曲
の
総
数
は「
遠

藤
周
作
文
学
全
集
」
に
収
録
の
６
篇
と
、
没

後
に
発
見
さ
れ
た
１
篇
の
計
７
篇
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
の
発
見
に
よ
り
遠
藤
文

学
の
全
体
像
も
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
と
く

に
『
善
人
た
ち
』
は
こ
れ
ま
で
の
遠
藤
文
学

に
な
か
っ
た
設
定
と
舞
台
で
、
注
目
さ
れ
る

作
品
で
す
。

　
（
電
話
）
０
３
・
３
２
６
２
・
９
７
５
３

　

―
♢

―
♢

―
♢

―

✤﹁
会
報
﹂
の
原
稿
募
集

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は

１
８
０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。
遠
藤
周
作

の
人
と
作
品
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
遠
藤
文

学
と
の
関
わ
り
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

宛
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
の
際
に

は
ご
連
絡
差
し
あ
げ
ま
す
。

✤﹁
周
作
ク
ラ
ブ
﹂
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大
歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
3
，0
0
0
円
。
入
会
金
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
４
回
発
行
の
「
会
報
」
が
送
ら

れ
る
ほ
か
、
会
が
主
催
す
る
「
新
年
会
」「
周
作

忌
」「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
や
遠
藤
作
品
の
足
跡

を
訪
ね
る「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」、
そ
し
て

「
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
」
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
、ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー

ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
ご
案
内

の
資
料
と
会
費
の
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
ク
ラ
ブ
で
は
昨
年
よ
り
財
政
健

全
化
の
た
め
の
「
協
力
金
」
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
一
口
1
，0
0
0
円
で
、
何
口
で
も
結

構
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

お
知
ら
せ


